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国土交通省 新技術情報システム（ＮＥｎｓ：登録番号ＫＴ‐０１００５３－Ｖ）

５Ｒ‐（Ｆ工法は、炭素繊維シートを用いて、すべての耐震部材を補強可能にした工法です。（Ｆアンカーを併用す

ることにより、炭素繊維シート補強のメリットである施工性、安全性、静粛性はそのままに、壁付き柱やスラブ

付き梁・耐震壁にも、独立柱と同様に高い補強効果が得られます。本工法の設計施工指針は、数多くの実験

データに基づき作成されており、（ー財）日本建築防災協会の技術評価を取得しています。

Ｌ １ｉ唖副ロ愛‐１ｌｉｉ ７‐
－ 」

－ － モー１＝］ Ｌ

　

’・ｒ‐ － －・ ・・

●資材が軽量で大がかりな機材が不要です。

　

●補強対象となる建物は、建築年代や用途により鉄筋の種

●火気や溶接が不要です。

　

別（丸鋼、異形鉄筋）や構造形式（Ｒ（造、５Ｒ〔造）など、さま

●騒音、振動が少ない工法です。 ざまです。５Ｒ‐〔Ｆ工法では、各種構造に対応した補強設

●鋼板補強やコンクリート巻き立てなどの工法に 計法が確立されてし、ます。
比べて短工期で施工できます。 ●既存音瞬オのコンクリート強度は１１．８Ｎ／ｍｍ２以上とします。
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●建物の耐震性能（耐力、変形性能）を向上させるこ ●（Ｆアンカーを用いるため、従来、施工が難しかった壁付

とができ、その評価方法が確立されています。 き柱や梁、壁の補強にも折り作業がなく、また、アングル

●耐火性能の評価方法が確立されています。 や、あと施工アンカーなども必要とせず＼すべて炭素繊維

で補強可能なため、施工が容易です。
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（Ｆアンカーとは、炭素繊維ストランドを

束ねたもので、この束ねた炭素繊維スト

ランドの端部を扇状に広げて炭素繊維

シートに接着します。

柱に壁が取り付いている場合に、柱に巻

き付けた炭素繊維シートが壁によって

分断されますが、壁に小さな孔をあげて

（Ｆアンカーを挿入し、分断された炭素繊

維シートを繋ぐことにより、閉鎖型の補

強層を形成します。

※（Ｆアンカーは現場作製と工場作製品が

あります。
写真：工場製品／（Ｆアンカー
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引張強度 ３，４００Ｎ／ｍｍ２以上

ヤング係数 （２３０十３９）～（２３０‐２０）ｋＮ／ｍｍ２
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ＳＲ－（Ｆ工法は、独立柱はもちろん、垂壁・腰壁付き柱、袖壁付き柱、耐震壁、スラブ付き梁など、
すべての耐震部材が対象であるばかりでなく、Ｒ（造、ＳＲ（造を始め、９Ｎ／ｍｍ２程度の低強度

コンクリート部材等、数多くの構造実験に裏付けられた信頼性の高い耐震補強工法です。

－構
造
性
能

１ ；〒１．‘１！選ｒ：，翌雷；－＝ｉ‐ーュ

炭素繊維シートの補強効果を発揮させるには、シート

を柱の周りにぐるりと取り囲むように閉鎖型に巻き付

けることが必要です。従来、壁（袖壁、腰壁、垂壁など）

の付いた柱を閉鎖型に補強するには、柱と壁の間にス

リットを設けたり、ボルトで定着鉄板をとめるなど、複

雑な事前施工が必要でした。
５Ｒ‐（Ｆ工法では、（Ｆアンカーを用いることにより複雑な

事前準備を行うことなく、閉鎖型の補強効果を発揮さ

せることができます。
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補強あり

４００
ＳＲ－ＣＦ工法に

ｉ

よる評価モデル ‐
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炭素繊維シートを壁板に貼り付けるだけでは不十分

で、補強量に見合った補強効果を出すことはできませ

ん。しかし、シート端部を耐震壁周辺の柱・梁にしっか

りと定着すれば、補強量（貼付シート枚数）に比例した

補強効果が得られます。
５Ｒ‐（Ｆ工法の（Ｆアンカーを用し、れば定着は容易であ

り、耐震壁の補強を確実に実現することができます。
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炭素繊維シート厚さ（ｍｍ）

６００

４００

２００

あばら筋方向に炭素繊維シートをＵの字形に貼り付け、

（Ｆアンカーを用し、てシート端部をスラブ内に定着する

ことで、閉鎖鯉との補強効果を発揮させることができます。
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炭素繊維シードで既存部材を閉鎖型に拘束すると、せん断耐力の上昇はもとより、靭性能力

も大幅に改善されます。５Ｒ－（Ｆ工法を用いると「より確実・より経済的」に補強設計ができます。

右記の柱を「文献１」と比較します。
５Ｒ－（Ｆ工法では、トラスアーチ理論に基づくせん

断強度式を採用し、同時に付着破壊モードも考

慮しています。
シート枚数の増加とともに、補強後のせん断強

度は急激に増加し、あわせて靭性能力（靭性指

標：〆直）も大幅に改善されることが分かります。

文献１：『連続繊維補強材を用いた既存鉄筋コンクリート造

及び鉄骨鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計・施工

指針』（財）日本建築防災協会平成１１年９月発行
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に口』ユ」Ｅｇ ｋ‐彊， ヱ１１羽１１
既存評価式と比較して、せん断強度を正確に、

より高く評価することができます。
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炭素繊維シートの拘束効果を厳密に評価し、靭

性指標をより大きく正確に評価できます。
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ＳＲ‐（Ｆ工法は、平成９年４月に数多くの学識経験者および建設会社・施工会社・材料メーカーの有志

によって発足した「炭素繊維シートによる建築物の補修補強工法研究委員会（委員長：森ホ田司郎京

都大学名誉教授）」の研究成果を基にしています。
当初の独立柱から、（Ｆアンカーを取り込むことによって壁付き柱へ、さらに、梁・耐震壁へと拡張し、

現在では、すべての耐震部材を炭素繊維シートによって補強することが可能になっています。

平成９年 ４月 補修補強工法研究委員会（委員長：森田司郎京都大学名誉教授）が発足

平成９年１２月 （財）日本建築センター「コンクリート構造評定・防災性能評定」を取得（建築基準法旧３８条、６７条の２）

平成ｌｏ年 ７月 独立柱：建設大臣の一般認定を取得（建築基準法１日３８条、６７条の２）

平成１１年１０月 壁付き柱を包含：（財）日本建築防災協会の「技術評価」を取得注）（建防災発第１２８８号）

平成１３年 ２月 耐震壁・梁を包含：（財）日本建築防災協会の「技術評価」を取得注 建防災発第１３９９号）

平成１８年 ６月 同上：（財）日本建築防災協会の「技術評価」を追加・更新（建防災発第１９７８号）

（建防協２００１年改訂版 Ｒ（耐震診断基準に準拠）

（建防協２００９年改訂版 ５Ｒ〔耐震診断基準に準拠）

平成２５年 ３月 同上：（－財）日本建築防災協会の「技術評価」を更新（建防災発第１２１１８号）

平成３０年 ４月 同上：（－財）日本建築防災協会の「技術評価」を更新（建防災発第１８０６５号）

（建防協２０１７年改訂版 Ｒ（耐震診断基準に準拠）

注）（－財）日本建築防災協会の技術評価は下記の１０社で取得

清水建設（株）／鹿島建設（株）／（株）コンステック／ショーボンド建設（株）／新日鉄住金エンジニアリング（株）／大成建設（株）／

（株）東邦アーステック／東レ（株）／日鉄ケミカル＆マテリアル（株）／三菱ケミカルインフラテック（株）
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ＳＲ－ＣＦ工法研究会
事務局
日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社コンポジット事業部

〒１０３‐００２７東京都中央区日本橋１‐１３－１日鉄日本橋ビル
ＴＥＬ ３‐３５１０‐０３４１
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１下地処理
補強部位のコンクリート表面を平滑で脆弱部のない状態とします。
隅角部は半径２０～３０ｍｍの曲面に整形します。大きなひび割れに

は樹脂注入などによる補修を行います。

１炭素繊維シート貼付け
柱の周方向に、エポキシ樹脂を含浸させながら炭素繊維シートを

貼り付けます。（Ｆアンカーを接着する部分には、柱材軸方向に炭素

繊維シートを下貼りしておきます。
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１（Ｆアンカーの作製

必要本数の炭素繊維ストランドを束ねて（Ｆアンカーを作製します。

貫通孔穿孔ー穿孔（（Ｆアンカー用）

（Ｆアンカーを用いる場合には、壁の柱際に（Ｆアンカーを通すため

の貫通孔を設けます。スラブ付き梁や耐震壁の補強の場合、埋込型

（非貫通）タイプもあります。

１プライマー塗布
炭素繊維シートの接着を強固にするため、コンクリート表面にプラ

イマーを塗布します。指触硬化後、必要に応じてコンクリート表面を

エポキシパテにて再度平滑にします。

ＣＦアンカーへの樹脂含浸

ＣＦアンカーの作製

１（Ｆアンカーの樹脂含浸・取付け
（Ｆアンカーにエポキシ樹脂を含浸させ、壁の孔に挿入します。
（Ｆアンカー端部のストランドを扇状に広げ、柱面に貼り付けた炭素

繊維シートにエポキシ樹脂で接着します。

１仕上げ
必要に応じて、モルタル塗り、ボード張り、塗装などの仕上げを行い

ます。どのような仕上げも自由に選択できます。
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ＣＦアンカーの挿入

ＣＦアンカーの貼付け
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ＳＲ－（Ｆ工法研究会の概要

阪神淡路大震災以来、既存建物の耐震補強は社会的な要請であり、居ながらにして施工可能な技術が求められています。
本研究会は、これに応える技術として炭素繊維シートによる建築構造物の耐震補強工法「ＳＲ‐（Ｆ工法」を開発し、（‐財）日本建築

防災協会の技術評価を取得しています。
本研究会は、この技術評価に基づいて、当該工法を広く社会に普及するとともに、品質を確保するための技術教育・調査研究を

行うことを目的とするものです。

国司員の構成「
本会の会員は理事会員および一般会員によって構成されています。

●理事会員： 「５Ｒ‐（Ｆ工法研究会」の発足時に参加した企業

■組織図

●一般会員： 本会の目的に賛同して入会した企業

■主な機能

総

　

会

理事会

広報部会

教育部会

技術部会

事務局

事業計画・報告、決算報告

研究会の運営、一般会員の入会審査

工法のＰＲ

施工者教育、（Ｆアンカー施工指導

技術データベース、案件技術指導

会務の遂行

．５Ｒ‐（Ｆ工 法 の 技 術 評 価 １

独立ネ主および壁付きネ主の補強を対象とした５Ｒ‐（Ｆエ法について、（財）日本建築防災協会の技術評価を取得

［建圏災発第１２８８号

　

１同 町 覆ｉ渓［

梁および耐震壁の補強を追加したｓＲ‐〔Ｆ工法について、（財）日本建築防災協会の技術評価を取得

Ｌ建防災発第１３９９号 Ｌ平成１３年２月 １

同上の５Ｒ‐（Ｆ工法について、（財）日本建築防災協会の技術評価を追加・更新（２００１年改訂版Ｒ〔耐震診断基準に準拠）

Ｌ建防災発第

　

一－
ｒ－平成，８年６月 」建防災発第１９７８号

同上の５Ｒ‐（Ｆ工法について、（財）日本建築防災協会の技術評価を追加・更新（２００９年改訂版５Ｒ〔耐震診断基準に準拠）

ー翻鰹延発第２７６２号 １平成２３年７月 １

同上の５Ｒ‐（Ｆエ法について、←財）日本建築防災協会の技術評価を更新（建防災発第１２１１８号）

１建防災発第１２１１８号 キー平成２５年３月 １

同上のｓＲ‐（Ｆ工法について、（一財）日本建築防災協会の技術評価を更新（２０１７年改訂版Ｒ（耐震診断基準に準拠）

建防災発第１８０６５号 Ｌ平成３０年４月 １

取得企業：清水建設（株）、鹿島建設（株）、（株）コンステツク、ショーボンド建設（株）、新日鉄住金エンジニアリング（株）、大成建設（株）、
（株）東邦アーステック、東レ（株）、日鉄ケミかし＆マテリアル（株）、三菱ケミカルインフラテック（株） （以上１０社）

５Ｒ－（Ｆ工法研究会


